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Ⅰ．看図アプローチとは 

 鹿内は看図作文の指導法開発・教材開発の研究を重ねてきた。看図作文はもともと中国

の国語教育で取り入れられていた作文指導法である。看図作文は，文字通り｢絵図｣を｢看て｣

作文を書く方法である。看図作文は，中国の授業の中でよく行われている。しかし授業方

法論としての理論的整理はほとんどなされてこなかった。そこで鹿内は，認知心理学や物

語論等の研究成果も取り入れ，日本の教育現場にも導入可能な看図作文の指導理論構成作

業を行ってきた。あわせて看図作文に活用できる多くの絵図も開発してきた。さらに，様々

な看図作文授業モデルを提供するために看図作文授業づくり研究もすすめてきた。看図作

文授業づくり研究を行うことによって 2つの発見をすることができた。第 1は，絵図を読

み解くプロセス・文章を産出するプロセスにおいて活発な協同学習が生まれてくるという

ことである。第 2は，看図作文授業づくりのノウハウが作文以外の教科や教育領域にも適

用できるということである。 

 看図作文授業づくり研究から得られたノウハウを様々な教科や領域の授業づくりに適用

していくことを看図アプローチとよんでいる。 

Ⅱ．本ワークショップの目的 

 看図アプローチは，看図作文と同様に活発な協同学習を生み出す。またこの方法は汎用

性があるものである。汎用性の高さを例証するために今回は，幼稚園教員養成と看護教育

を，看図アプローチを適用する教育領域として取り上げる。 

 看図アプローチはきわめてシンプルな処理モデルを仮定している。このため初心者でも

容易に実践できる。そこで今回は協同学習の入門段階にある共同研究者にもファシリテー

ターを務めてもらう。そのことにより看図アプローチ協同学習の実践の容易さを例証して

いく。 

Ⅲ．幼稚園教員養成へのいかし方 

 幼稚園教育実習では次のような｢指導計画案｣を書かせる。この指導計画案の書き方指導

法として看図アプローチ協同学習はきわめて効果的である。 

 

                              

 筆者らが活用している絵図の一例を上に載せておく。学生たちは，この絵図を協同で読

み解いていく。読み解きの視点は｢活動のねらい｣｢活動の内容｣｢準備するもの｣｢環境構成｣

等々，上掲｢指導計画案｣の各項目になる。読み解いたことをそれぞれの項目ごとに協同で

まとめていけば｢指導計画案｣のまとめ方は自然に身についていく。 

 この方法を実習から戻ってからの授業でも採用できる。実習後の授業で用いれば，これ

は学生たちのリフレクションをサポートする強力なツールとなる。今回のワークショップ

では，リフレクションツールとしてのいかし方を取り上げる。 

Ⅳ．看護教育でのいかし方 

 上掲指導計画案に見られるように，幼稚園教育では｢環境構成｣が重視される。これは看

護教育でも同様である。德永は｢病床環境を整える技術｣という単元の演習で看図アプロー

チ協同学習を用いている(詳細は鹿内 2015参照)。この実践で德永が用いたビジュアルテキ

ストは次の写真である。 

 今回は別のビジュアルテキストを用い

て看護教育領域での看図アプローチ協同

学習ワークショップを行う。 
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